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技術の特徴
・ サンプリングによって分析結果は変わりうる。そこでサンプリングにより不確かさが生じる。
・ サンプリングによる不確かさは、分析結果の信頼性や適正化に関わるが、誤解や看過されが
ちである。

・ そこであらかじめ、食品の危害要因、栄養値、硬さなどのサンプリングによる不確かさデータを
広く詳細に調査してまとめ、サンプリングによる不確かさの新たな理解を作り出す。

研究の内容
2006年から2010年までの４年間にわたり、①全国7都市で、②二銘柄（メーカー）、③製造日の
異なる、④複数の同一商品を買取ってアクリルアミド濃度を分析し（図１，２）、不確かさの要因別
の大きさを評価した。
バナナの硬さの部位別の違いを図示した。（図３）

今後の展開
研究ニーズに合わせて、研究テーマを探していく
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合計 0.12 0.29 0.54 0.28 1.26
A 0.19 0.23 0.43 NA 1.06
B 0.00 0.42 0.58 NA 1.46
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A (2008/8- –) 0.22 0.00 0.40 0.98
B (2009/8- –) 0.07 0.00 0.42 1.09
aUncertaintyisstandarddeviation.
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